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　　　　　　　By
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Abstract

　　In　order　to　estimate　the　quan砒y　of　groundwater，the　hydrographical　in－

vestigation　was　carried　out　by　means　of　the　specific　disc11arge　measurement

in　the　areas　divided　into　geologic　units　around　the　Kakuto　basin．

　　The　va1ues　of　spesific　discharge　are　d雌erent　in　eacll　of　the’geologic

units，namely，Kirishima　volcanic　area，Kakuto　andesite　area，and　Kakuto　for－

matiOn　area．

　　The　highest　value　is　O．0386m3s’1km■2，which　was　obtained　in　the　area

occupied　by　the　Kirishima　volcanoes，and　the　next　is0．0177in　tlle　Kakuto

andesite　area　and　the　lowest　one　is0．0153in　the　Kakuto　formation　area，

　　From　these　results，it　is　noticeable　that　hot　springs　issue　from　the　areas

consisting　of　the　Kakuto　andesite　and　the　Kakuto　formation，where　the　values

of　specific　discharge　are　remarkably1ow．

　1．目　的

　えびの・吉松地区地震に関する特別研究の’環

として，京町・吉松地区に拾ける地質構造に関連

した水文調査を主として加久藤盆地にっいて実施

した．

　2．方　法

　’般に，無降雨時に拾ける地表流去量は，その

大部分が流域からの地下水湧出量に相当している．

したがって，晴天日数が続く安定した時期をえら

ぴ，しかも，きわめて短期間にある地域について
地表流を測定して比流晶求めると，比流量の結

果から各流域ごとの地下水ゆう出量の多寡の相対

的比率が判断できる．

　ここでは，地域を構成する地質分布に着目し，

四万十層群・加久藤安山岩類・加久藤層群倉よぴ

霧島火山噴出物さらに沖積低地の河川釦よぴけい

流について，地質分布に関連した流量を測定し，

地質・地形による量的な水文特性をあきらかにす

るようつとめた．

　測定範囲ぱ，巨視的な観点から霧島火山域まで

春よんでおり，加久藤盆地については，流域を細

分して流量測定を実施している．

3．調査員およぴ調査期聞

調査員　　　尾崎次男・菅野敏夫

調査期問　　昭和43年11月13日

　　　　　　　　　　　　　　～12月2日

4．調査の突債

河川・水路などの流量測定 182カ所

　5．結　果

　今回実施した吉松橋直上流地点に拾ける川内川

の流量は7，826m3■secを示している一この付近

にば建設省の流量観測所が設置されて春り，昭和

28年以降昭和40年までの実測結果から長年の

流況をあきらかにしている（表一1）．これによ

ると，渇水量は7．3m3■sec，低水量は9．7mソsec

を示し，今回実施した時期け，低～渇水期の時期

にあたる．

　5．1　比流量

　流量測定結果にもとづいて流域毎の比流量を求

め，表一2に示した．また関係位置を図一1に示
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表一1　　吉松における川内川の流況（流域面積284．0k㎡）
Ta　b1e・1・　Ru　n一一〇f　f　o　f　t　he　Sen　d　a　i　r　i　v　e　r　a　t　Yo　s　h　i　ma　t　s　u　Town　（d　r　a　i　n　a　ge　a　r　e　a：284．0kn子）

年

28～40

隼

28～40

最大
798．Ω

最大

281．0

豊水
21．1

流

平水
13．7

比　　　　　流

豊水
7．4

平　水

4．8

低　水

9．7

低水
3．4

量rm3■sec）
渇　水　最　小　年平均　　年総量
　　　　　　　　　　　　X106
7．3　　　4，8　　21．7　　　　683．41

量（㎡■sec■100M）

渇水最小年平均年流出高
　　　　　　　　　　　　m2・6　　　1・7　　　7．6　　2，406．4

表一2　比流量
Tab1e．　2．　Spec　i　f　i　c　di　scharge．

流域名
番
号
N
o

面積a（㎞2） 流量Q㎞k・δ 比流量享眺蝸）

1 13．2 ○山100 O．00757

白　　川 2 9．1 ∩．149 0．01637

湯　　川稲荷川

3 8．7 Ω．248 O．Ω2851

4 1．3 O．0n O．00846

天神川 5 3．8 O．064 O．01684

川北川関　　川

6 14．9 ○凹531 O．03564

後川内川 7 12．5 0．181 O．01448

鉄山川 8 18．5 O．271 0．01465

同上支流 9 10．1 O．124 0．Ω1228

川内川
1Ω
49．3 0．677 0。Ω1373

大谷川
一1 2．9 Ω．045 O．01552

川内川支流 12 12．1 0．424 ∩。03504

浜之瀬川 13 23．7 O．副8 Ω．02312

岩瀬川支流 14 9．9 Ω．062 0．Ω0626

辻の堂川 15 33．9 1．412 0．04233

石氷川 16 34．3 Ω．632 Ω。01脳3

池島川 17 37．1 2．692 0．07256

長江川 18 35．8 O．9］0 O．02別2

19 那．3 0．136 0．O0481

大谷川 20 14．3 ユ．304 O．Ω9119

栗野川 2ユ 14．6 0．349 Ω．02390

22

万膳川 23 44．3 〕．3胎 0．03129

24 19．O 0．n73

流域名
番
号
N
〕

面積。（k諭 流量Qげ4・・ 　比流量払㏄〃）

有村川 25 3．7 O．271 0．07324

26 19．O 0．308 0．01621

27 5．3 O．106 0．02Ω00

28 2．7

霧島川 29 23．4 0．253 0．01081

蒲牟田川 30 27．O 0．3跳 O．01422

31 10．8 0．740 O．06路2

32 4．2 0．313 O．07452

木場田川 33 6．3 O．199 O．03159

し，これには比流量の結果を見易いように記入し

た（表一2拾よぴ図一1参照）．

　表一2の結果では比流量の値ぱ一様でなく，か

なりその値がバラつくが，巨視的な観点から地域

ごとの比流量の平均値を求めると，大略つぎのよ

うにまとめられる、

　すなわち，加久藤安山岩類地域に拾ける比流量

の平均値はO．0177m3■sec■㎞2　‘以下比流量の

単位は省略する）を示し，霧島火山岩地域の比流

量平均値は，この値の2．2倍強，川内川低地では

最も大きく6．1倍強の値を示して券り，地域を構

成する地質が比流量に強い影響を与えていること

がわかる．

　5．1．1　加久藤安山岩類地域における比

　　　　　流量とその特性
　この地域は，川内川の右岸にあたる山地拾よび

丘陵であって，構成する地質は主として加久藤安
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山岩類拾よびこれを被覆する加久藤層群などであ

る．比流量の値は∩．5150～Ω・O040の範囲にあ

って，地域によって一様でないが，比流量の値が

他にくらべて少ない河川は，瀬久谷川・白川・川

北川拾よび後川内川などと底っている．

　各河川流域の比流量は概して下流に至るにした

がい，その値が増加する傾向がある．湯川流域の

上流部で比流量がΩ。5150と大きな値を示してい

るが，これは矢岳トンネルからの地下水ゆう出に

よるものである．

　　5．1．2　霧島火山岩地域に紅ける比流量

　　　　　　　　とその特性

　比流量の値はO．91818～O・00039の範囲にあ

って，値のバラソキがきわめて著るしいのが特徴

である、この地域に拾ける水文的特性は，各河川

流域の上流に拾ける比流量の値がきわめて小さく・

1また，標高500m付近（長江川流域），650m付

近r出水川流域）でぱ表流がほとんど認められな

い。さらに，標高270m前後の山ろく部に存在す

るゆう泉群のため比流量が増大する事実が認めら

れる．

　　5．1．3　加久藤層群地域に春ける比流量

　　　　　　　　とその特性

　シラスで代表される加久藤層群は，川内川の両

岸山地縁辺部に丘陵を形成している．丘陵の背後

流域が狭小なためか，こ＼に発源する河川は・そ

の表流が全然ないか，あるいは測定不可能な量と

いうのが特徴であり，このような関係は京町付近

拾よび吉松付近で顕著である・したがって，この

地域で測定した流量は数少ないが，比流量の値は

O．04318～0．00085の範囲にあり，京町付近が小

さく，東方に至ると大きくなる傾向がある・

　　5，1．4　川内川低地に拾ける比流量
　この地域の地質は，主として加久藤層群を被覆

　した河川のたい積物で構成され，川内川はこの低

地を貫流している．図一1に示したように，川内

川低地をA・B・C拾よびDの4地区に区切り・

各地区に流入する河川拾よぴ水路などからの流入

量拾よぴ流出量をそれぞれ測定し，この差と地区

面積の比r比流量）を求めた・

　流入量と流出量の測定結果では，流量が下流側

　で増加する場合‘正符号、と下流側で流量が減少

　する場合「負符号）があり，川内」llでは河川縦断

　方向に拾いて流量の増減変化現象が認められる。

　減少地区ばB地区拾よびD地区となっている・比

表一3　川内川低地における流量の増滅変化

Tab1e　3．Re1ati　on　between　in　f1ow　and
　　　　　o　u　t　f1ow　i　n　t　h　e　Se　nd　a　i　a　l　l　uv　i　a1

　　　　　plain。

地区
流入量 流出量 地区番号 面積 比流量
3

n0 Qim4ec ψ私㏄ A㎞苧 Q炉i幽砧

A 1．496 1．790 3．34 一Ω．Ω880

B 4．871 4．436 5．叫 一〇．0732

C 6．20 7．37 6．55 十〇．1786

D 8．06 7．83 2．54 一Ω．09055

流量の値は正符号拾よび負符号を示すが，その値

ば十〇．17863～．O．09055の範囲にあるが，符

号に関係なく平均値をとるとO．10768となり調

査地域でもっとも大きな値を示している・

　6．比流劃こよる考察
　本調査結果では，比流量は流域を構成する地質

によって大きく支配され，川内川低地を除外する

と，霧島火山地域に拾ける比流量がもっとも大き

く，ついで加久藤安山岩地域・加久藤層群地域の

順に少なくなっている．

　また，加久藤盆地について精査した結果では，

加久藤安山岩地域の比流量は平均すると・0・025

程度を示し，これは川内川の渇水比流量（O．026）

にあたる．また，加久藤層群地域の比流量を平均

するとO．Ω14程度てあって，川内川の最小比流量

（O．017）よりも下廻っている・加久藤層群の地

域に拾いても比流量の値がとくに小さい地域は京

町・吉松付近を中心として飯盛山の北西方向から，

この延長にあたる白川流域・瀬久谷川流域を結ぶ

＿帯に認められる．この理由は加久藤層群中に発

源する河川流域拾よぴ背後流域が狭小次ことと・

加久藤層群の岩層の相違拾よび複雑な地質構造に

あるものと一胃・われる・

　7．飯盛山西北賛付近の水文

　飯盛山北西地域に拾ける水文について，とくに

補足説明する。

　加久藤層群は飯盛山噴出物縁辺部にゃせ尾根の

丘陵を形成し，この流域に発源する河川の流量は

ほとんど認められないか，あるいは測定困難な流

量を示している．飯盛山噴出物地域では表流はほ

一116一
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とんど認められない．また，この山ろく部にあた

る池牟礼一桃カ迫一岡元一椿掘を結ぶ一帯はロー

ム層に拾おわれ，平坦な地形を示して拾って，こ

こでは1O　m以浅の浅層地下水が存在している．

一方，標高25∩m前後を示す吉松町・竹中池拾よ

びえぴの町の新田付近には，地下水が加久藤層群

表一4
Table．

と溶岩流の境界付近からゆう出したと思われるゆ

う泉群がある．このゆう泉群の供給源は飯盛山北

方流域における降水である・

　飯盛山北方流■或に拾ける流域面積とゆう泉量の

関係を表一4に，関係位置を図一1にそれぞれ示して

ある．この図に示したゆう泉群に対する地形流域は過大

　飯盛山北西流域に釦ける水収支

4．Wa　ter　bal　ance　i　n　the　mr　thwes　t　ern　dr　a1nage　area　of　Mt． IimOri。

流域面積　㎞2 湧出量合計　mソSeC 比湧出量㎡バ㏄／㎞ 平均水深年水深　n皿n　　　　　I1wn 流域年降水量　　mm 湧出高の割合

竹中池湧泉群新田湧出群そ　の　他 8
，
4
1
7
．
3
4
n
．
6
2

0
．
6
3
2
0
．
5
2
8

O．07520．Ω721 6．5　　2372．56．2　　2263．Ω
3
．
0
0
0
3
，
Ω
0
0

79　％75．5％

計 16．33 1．16 0．∩71 6、］　　2226．5 3，O00 74．O％

視される傾向がある．表一4からも明らかなよう

に，竹中ゆう泉辞の比流量はΩ．075m3／sec■㎞12，

新田ゆう泉群の比流量はΩ．072となって，単位面

積当りの水深に換算すると，それぞれ6．5㎜■臼

および6．2㎜■日となる．また，全流域の比流量

はO．Ω7］となって，これは6．l　mm■白の流域平均

水深に相当する．

　ゆう泉群の水量測定時ば低・渇水期であり，測

定実施時に拾ける流水路の流水こん跡から判断

すると，ゆう泉量は豊水期にはいちじるしく増大

するものと思われる・

　隼問の流域降水量とゆう泉量の関係が明確にで

きれぱ，水収支が可能であるが，年間のゆう泉量

の合計は不明であり，さらに流域の年降水量もあ
きらかで榊．雨量年轟）よると，えぴの町白鳥

の年降水量は舳㎜を示し，批，流量年戸

による吉松上流に歩ける川内川の隼流出高は2，400

mmを示していることから判断すると、川内川で

は流域降水量の過半以上が流出していることにな

る．

　降水量の多寡は大略標高に比例する関係がある

から，飯盛山流域の年降水量は白鳥よりも少なく

なるものと推定される．いま，流域の年降水量を

3，Ω00mmとする．また隼問ゆう泉量の値は調査

時に拾ける実測値より下回わることが少ないから，

実測値の合計を年間ゆう泉量とする．試算値は実

際よりも過小に評価されるが，これから大まかな

水収支が計算できる．

試算によるゆう泉群の隼問ゆう泉量は2，230㎜

を示し，年流域降水量3，000㎜の74．5％に相当

している．

　再び繰返すが，この値は流域面積拾よび流域降

水量の過大評価と隼問ゆう出量の過小評価からの

試算結果であって，実際の値ぱ計算値をはるかに

上回わることになる．

　したがって，水収支試算結果の上からは，流域

降水量の大部分は飯盛山噴出物中に浸透し，竹中

池と新田とにおいて再ぴ地表にゆう出することに

なる．

　飯盛山火山体が大きな透水度を有していること，

釦よぴ浸透地下水が東西両端に分離された形でゆ

う出していることは，飯盛山周辺の地質構造を考

える上で重要な因子として注目される・

　8．むすぴ

　1、地質分布に関連した河川の流量測定を実施

して比流量を求めた、この結果比流量の平均値は

霧島火山岩地域ではO．0386，加久藤安山岩地域

ではO．0177，加久藤層群地域ではn．0153とな

って券り（単位はいずれも1km2あたりmシsec

で示す），比流量は流域を構成する地質によって

異なるという関係が判明した．

　2）川内川低地では，下流側’までに表流量の伏

没・増加現象が認められ，増加地区ばA地区拾よ

ぴC地区，伏没地区はB地区拾よぴD地区となっ

ている．

　3）　京町拾よぴ吉松の北方向拾よぴ北西方向の

加久藤安山岩類拾よび加久藤層群からなる白川流

一117一



えびの・吉松地区地震に関する特別研究 防災科学技術総合研究報告　第26号　1971

域・瀬久谷川流域にまたがる地域拾よぴ京町南方

の加久藤層群からなる地域では比流量がいちじる

しく小さく，この地域の温泉群分布と対応してい

る．

　4）飯盛山火山噴出物流域に釦ける水収支の試

算によると，その縁端部にあるゆう泉群の年間ゆ

う出量は流域降水量（3，000㎜）の74．5％にあた

る．この数値は過小に評価されるから，実際には

降水量の大部分がゆう出すると解せられる．’また，

ゆう出地点は飯盛山火山噴出物縁端部の東西両端

に限定されている．このような水文的事実は地質

構造に対して重要な示唆を与えるものである．

注工）　ある地点の流量と地点上流の流域面積の比．

　　すなわち単位面積当りの流量．比流量の単位

　　は1km2当りm3■sec，言たは100km2当り

　　m3＾eCで表わす．

注2）雨量年表（第14回）建設省河川局1967

　　年による．

注3）　流量年表r第18回）建設省河川局1967

　　年による、
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